
学校番号  

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学活用 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 新編 実用数学セミナー（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「情報を読み取る（読解力）」「論理的に思考する（論理的思考力）」「自己の考え（解答・仮説）

を他者に誤解させることなく、伝える（表現力）」の力を数学活用の学びを通じて伸ばしてほしい。 

・問題集用のノートを用意してください。 

問題集の問題等をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書

くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこまで理解で

きているのか、どこでつまずいたかを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は毎授業課します。しっかりと取り組み、提出するようにしなさい。 

 

２ 学習の到達目標 

社会で生活していくために必要な計算力や思考力を身に付け、他者に適切に表現する考えを表現す

る能力を伸ばす。また、得た知識を積極的に活用する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生活の中での諸問題の

解決方法に数学が活用

できることに関心をも

つとともに，事象の考

察に数学的論拠に基づ

いて判断しようとす

る。 

生活の中での諸問題を

数学的に考察し表現し

たり， 思考の過程を振

り返り多面的・発展的

に考えたりすることな

どを通して、数学的な

見方や考え方を身に付

けている。 

事象を数学的に表

現・処理する仕方や推

論の方法などの技能

を身に付けている。 

数学の基本的な概念， 

原理・法則などを体系

的に理解し， 知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

単元テスト 

定期テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

基
礎
計
算
練
習 

基礎的基本的な計算が確実

にできる。整式の展開や因数

分解、根号を含む式の計算、

２次方程式の解の公式が使え

る。不等式が解ける。 

○   ○ a:計算練習を十分に行い、

さまざまな問題に応用する

態度がある。 

b:条件によって場合わけが

必要な問題も十分に判断が

できる。また、その思考を

表現し伝えることができ

る。 

c:基本的な計算を確実に行

うことができる。 

d:因数分解の仕組みを理解

し、応用問題にも対応でき

る。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

２
学
期 

デ
ー
タ
や
数
学
的
問
題
の
分
析 

割合・損益計算・速さ・時間・

距離・濃度などをテーマにさ

まざまな文章題に取り組む。 

データ、分布図の読み取りや

分析ができ、分析結果を他者

に表現する力を身につける。 

  ○ ○ a:社会生活における諸問題

に関心をもち、数学的に解

決する手段に興味をもって

いる。また、その態度があ

る。 

b:データを読み取り、それ

を分析する。また、その結

果を表現することができ

る。 

c:グラフや分布図、そこか

読み取れるデータを適切に

処理できる。 

d:分布図やグラフの意味を

理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

３
学
期 

課
題
研
究 

各自でテーマを決め、社会生

活における諸問題を数学を用

いて分析、整理、発表する。 

○ ○   a:社会生活の諸問題に関心

をもち、それらを数学的に

解析する態度がある。 

b:身に着けた知識をもとに

それを伝える力がある。 

c:集まったデータを適切に

処理できる。 

d:研究テーマに沿った知識

があり、理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 



 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


